
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

カヤ 

カヤ 



 

目   次 

は じ め に   

１．有磨学区の概要  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

 （１）有磨の歴史  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

（２）世帯数と人口の推移  ・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

 （３）高齢化率の推移  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

 （４）子どもの推移（０歳～１４歳）  ・・・・・・・・・・・・２ 

 

２．学区の現状と課題  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

  

３．基本方針並びに主な施策  ・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

   ◎生活環境と安心・安全のまちづくり  ・・・・・・・・・・３ 

   ◎健康・福祉のまちづくり  ・・・・・・・・・・・・・・・４ 

   ◎教育・文化のまちづくり  ・・・・・・・・・・・・・・・４ 

   ◎活力にあふれたまちづくり  ・・・・・・・・・・・・・・４ 

 

４．まちづくり事業計画  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

 

５．まちづくり組織図  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６



はじめに 

 全国的に少子高齢化・人口減少社会が進展しており，地域社会は大きく変化 

しています。私たち福山市の市民生活を取り巻く環境も様々な分野で変化して 

います。このような中で福山市は，市制施行１００周年となる２０１６年に向 

けて，今後どのようなまちづくりをめざすのか，その方向性や重点項目を定め 

た新たな「第二次福山市協働のまちづくり行動計画」を策定しました。 

 自分たちの住む地域の将来像に向けて，ふるさとに誇りと愛着を持ち続ける 

ことができる，持続可能となる「まちづくり計画」を策定することになりまし 

た。 

そのために，地域の皆様にご協力いただいたアンケート調査やまちづくり座 

談会をとおしてお寄せいただいた当学区の現状や解決すべき課題を地域の皆様 

が共有し，地域全体として取り組むよりどころとするために「有磨学区まちづ 

くり計画策定委員会」が策定したものです。 

今後，計画の推進に際しましては，皆様方のご理解とご協力をいただき積極 

的なご参加をお願いいたします。 

 

１．有磨学区の概要 

  有磨学区は，市の北西部に位置し，府中市と尾道市に隣接しています。 

地元企業は，小規模の家内工業が多く，そのほか福山市立動物園および富谷 

グランドや富谷ド―ムランドがあり，学区内の世帯数は２０１５年３月末現 

在で，１，１７６世帯，人口は２，９８５人で１７の自治会で構成されてい 

ます。 

   

（１）有磨の歴史 

  備後絣の発明者である富田久三郎は有地の生まれで，洋綿糸を応用し発明 

当時は文久絣と呼ばれ，後に有地絣，更に発展して「備後絣」といわれ，全 

国的に有名となり，このことは絣音頭にも歌われました。 

１９５５年（昭和３０年）４月１日有磨村，福相村が合併して芦田町となり， 

１９７４年（昭和４９年）４月１日福山市芦田町となり現在に至っています。 
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（２）世帯数と人口の推移（各年３月末） 

 世帯数 人口 

１９９５年（平成７年） １，０６４ ３，８０６ 

２０００年（平成１２年） １，０７９ ３，６３０ 

２００５年（平成１７年） １，１０６ ３，４２９ 

２０１０年（平成２２年） １，１２９ ３，１６３ 

２０１５年（平成２７年） １，１７６ ２，９８５ 

 

 

 

（３）高齢化率の推移（各年３月末 高齢化率＝６５歳以上） 

 人 数 ％ 

２０００年（平成１２年） １，０２２ ２８．２ 

２００５年（平成１７年） １，０５９ ３０．８ 

２０１０年（平成２２年） １，０５９ ３３．５ 

２０１５年（平成２７年） １，１１７ ３７．４ 

 

 

（４）子どもの推移（０歳～１４歳） 

（各年３月末） 

 人 数 ％ 

２０００年（平成１２年） ４５０ １２．４ 

２００５年（平成１７年） ３６５ １０．６ 

２０１０年（平成２２年） ３１５ １０．０ 

２０１５年（平成２７年） ２９７ ９．９ 
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２．学区の現状と課題 

  学区を取り巻く環境は，豊かな自然環境に恵まれていますが，小規模の家 

内工業で就労先は学区外が大多数となってきています。若者の流出をはじめ 

生活様式の多様化で，核家族化・少子高齢化が進み，昼間は高齢者のみの世 

帯や一人暮らしの世帯が多くなっています。とりわけ，災害発生時の緊急避 

難行動ができにくい場所や市街化調整区域の指定をされているため，Ｉター 

ン（＊注１）等の新築住宅を建てることができない状況があり，人口増に繋がらな 

いので，高齢者を取り巻く環境は年々厳しさを増し生活不安を抱えています。 

特に，有磨地域は今後，高齢化が進み，地域活動や役員選出，祭りなどの 

行事も難しく住民力の低下となり，地域活性化が図られる状況は困難となる 

ため，市街化調整区域指定を解除し，若い人たちが少しでも「ふるさと有磨」 

に戻ることが望まれています。また，公共交通機関（バス）の便数の減少で 

買い物や通学・通院など外出の不便を感じ不安を抱えています。 

 さらに，学区内の道路網の整備も十分でなく，地域によっては，車の離合 

や緊急車両の進入にも支障があります。 

 

＊注１Ｉターンとは，都心部で生まれ育った人が，地方の企業に転職し移住すること。または，直接的に 

都会から地方へ転居することをいいます。 

 

３．基本方針並びに主な施策 

  委員会では，アンケート調査やまちづくり座談会をとおして，皆様からい 

ただいた貴重なご意見の主要なものを取りまとめ集約し，２０１５年４月に 

全戸配布し「希望と住みよいまち有磨学区」に向けて次の４点に絞りました。 

 

 ◎生活環境と安心・安全のまちづくり 

 

地域の環境対策と通学路や河川の清掃， 

空き缶のポイ捨てなど地域環境づくりを 

考えていきます。 

  子どもの見守り活動をはじめ，各地域 

での防災意識向上や身近な避難場所の周 

知，避難行動要支援者の把握と日常的な 

見守りや声かけなど，子どもからお年寄 

りまで，安心して安全に暮らせるまちづ 

くりを推進していきます。 

 

３ 



 

 ◎健康・福祉のまちづくり 

   

高齢化社会が進むなか，安心して暮ら 

せる支援や生きがいづくりを感じること 

ができる仕組みづくりを考えていきます。 

高齢者・子育て中の親が交流できるサ 

ロンや交流事業・健康でいきいきと共に 

生活するために，健康づくりや講演会・ 

講習会などを推進していきます。 

 

 

 

 ◎教育・文化のまちづくり 

   

誰もが尊重されるまちづくりをめざす 

とともに，歴史と伝統文化を守り，郷土 

への愛着心を育む取り組みを推進してい 

きます。 

 

 ◎活力にあふれたまちづくり 

   

学区民の交流を図るために，年齢・男 

女問わず多くの学区民が気軽に参加でき 

る取り組みや住民の社会参加を促し，地 

域の連帯感を高め心豊かなふれあいのあ 

る地域づくりを今までの内容を検討しな 

がら充実を図り推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 



 

≪希望と住みよい有磨学区をめざして≫ 

  事業の推進にあたっては，関係機関・各種団体などと緊密な連携を図りな

がら取り組んでいきます。 

計画実施については，「自助」「共助」「公助」を基本に持続可能な事業展開 

ができるよう情報の共有化を図り，多くの住民のご参加とご協力をいただき

ながら啓発や活動を取り組んでいきます。 

 

４．まちづくり事業計画 

※継続・中期は３年・長期は５年を目安とする。 
 

事業項目 事業内容 
実施主体 目標達成時期 

学区 協働 行政 継続 中期 長期 

生活環境と 

生活安全 

 

災害に強いまちづくり 

（防災訓練 等） 
○  ○ ○  ○ 

犯罪・交通事故のない 

まちづくり 
○  ○ ○   

安心・安全パトロール活動 ○   ○   

道路や河川清掃活動などや 

地域の環境づくり 
例えば 
・榧(カヤ)の巨木周辺清掃 
・グリーンカーテンの取組 
・ばら普及講習会 
・環境ポスターの取組 
・空き缶のポイ捨て 
・ごみの分け方・出し方 
・犬, ねこの糞の後始末 等 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

地域福祉活動 

 

健康講座（スポーツ 等）  ○  ○   

ふれあい活動 

（地域サロン活動 等） 
○   ○   

支えあい活動 

例えば 
・お出かけ支援 
・見守りや声かけ活動 等 

 

○ 

 

○ 

    

○ 

教育・文化 

活動 

 

人権を尊重するまちづくり 

（地域別住民学習会 等） 
 ○  ○   

郷土を愛し，歴史や文化の 

学習推進 
例えば 
・郷土史研究会発足 
・キャラクター製作 等 

 

○ 

    

○ 

 

活力の推進 

 

ふれあいスポーツ 

（運動会 等） 
○   ○   

ふれあい祭り ○   ○   

えぇ～とこ夏祭り ○   ○   

５ 



 

５．まちづくり組織図 

自治会連合会 

福祉を高める会  ボランティアの会  自主防災会 

芦品防火協会有磨支部  民生児童委員協議会  体育会  体育指導員 

女性協議会  老人クラブ連合会  子ども会育成協議会 

青少年育成員協議会  公衆衛生推進委員会  芦田町身体障害者福祉協会 

交通安全自治会  地域安全推進員  福山あしな商工会 

公民館運営委員会                運動普及推進員 

公民館                      食生活改善推進員 

在住行政職員の会                  消防団芦田中央分団 

有磨小学校ＰＴＡ                   消防団芦田西分団 

芦田中学校ＰＴＡ                  有磨保育所保護者会 

まちづくり経験者                  有磨小学校 

有地駐在所                   芦田中学校 有磨保育所 

  

 

以上の構成団体で，住民の意見や思いを活かしながら，既存の事業の見直し 

や充実ができるよう協議し，学区の実情に合った事業となるよう対応していき 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福山市無形文化財（民俗文化財）柞磨八幡神社 継獅子舞 
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発行 有磨学区まちづくり推進委員会 
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（福山市有磨公民館内） 

０８４－９５８－３８４９ 


